
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
感
染
拡
大
防
止

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

産
業
振
興
に
関
す
る
取
組

　

県
内
の
経
済
状
況
は
引
き
続
き
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
今
後
も「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
別
警
報
」の
発

令
下
で
、
感
染
拡
大
を
警
戒
し
な
が

ら
の
経
済
活
動
と
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を
支
援
す

る
市
制
度
融
資
に
つ
い
て
は
、
幅
広
い

業
種
に
お
い
て
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時

を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
利
用
の
申
込
み
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済
へ
の
影
響
は

長
期
化
に
よ
り
、
今
後
も
資
金
調
達
の

需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
利
子

補
給
お
よ
び
信
用
保
証
料
補
助
を
増
額

し
、
継
続
し
た
資
金
繰
り
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

日
本
遺
産
を
活
用
し
た
取
組

　

認
定
さ
れ
た
日
本
遺
産
は
、「
レ
イ

ラ
イ
ン
が
つ
な
ぐ『
太
陽
と
大
地
の
聖

地
』～
龍
と
生
き
る
ま
ち 

信
州
上
田
・

塩
田
平
～
」を
テ
ー
マ
に
今
年
度
か
ら

３
か
年
に
わ
た
り
文
化
庁
の
補
助
等
を

活
用
し
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
整
備

や
ガ
イ
ド
養
成
な
ど
に
取
り
組
む
予
定

で
す
。
こ
の
魅
力
溢あ
ふ

れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

を
充
分
に
活
用
し
事
業
を
推
進
す
る
た

め「
上
田
市
日
本
遺
産
推
進
協
議
会
」を

設
立
し
、
民
官
協
働
の
も
と
、
対
象
エ

リ
ア
だ
け
で
な
く
市
全
体
で
、
観
光
振

興
や
地
域
の
活
性
化
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
の
醸じ
ょ
う
せ
い成
を
目
指
し
ま
す
。

令
和
２
年
９
月
市
議
会
定
例
会 

市
長
提
案
説
明（
要
旨
）

提案説明はインターネットで動画・全文をご覧いただけます

上
田
圏
域
の
危
機
的
状
況
が
一
刻
も
早
く
収
束
に
向
か
う
よ
う

全
力
で
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
沿
線

の
交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
み
、
県
と

協
力
し
な
が
ら
平
井
、
荻
窪
の
両
バ
イ

パ
ス
の
早
期
完
成
を
目
指
し
取
り
組
み

ま
す
。

障
が
い
者
・
高
齢
者
福
祉

に
関
す
る
取
組

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
市
独
自
の
支
援
策
と
し
て
、
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
や
医
療
費
補

助
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
障
が
い
者
等

に
対
し「
新
し
い
生
活
様
式
」の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
の
支
援
金
を
支
給

し
、
加
え
て「
高
齢
者
地
域
サ
ロ
ン
」や

介
護
予
防
活
動
を
行
う「
地
域
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
」の
継
続
や
再
開

に
向
け
た
、
感
染
拡
大
防
止
に
要
す
る

経
費
の
補
助
等
を
行
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
等
に
関
す
る
取
組

　

子
育
て
支
援
施
設
等
に
つ
い
て
、
感

染
防
止
に
必
要
な
消
毒
液
や
マ
ス
ク
等

を
購
入
す
る
経
費
を
補
正
予
算
に
計
上

し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
育
現
場
で
は
、

園
児
の
健
や
か
な
成
長
を
保
障
し
て
い

く
た
め「
新
し
い
生
活
様
式
」を
踏
ま

え
、
様
々
な
感
染
症
対
策
を
講
じ
て
保

育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
行
事
等
に

つ
い
て
は
、
工
夫
し
、
常
に
よ
り
良
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
す
る
取
組

　

県
は
８
月
28
日
に
上
田
圏
域
の
感
染

警
戒
を「
レ
ベ
ル
４
」に
引
き
上
げ
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
別
警
報
」を
発

令
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
感
染

予
防
啓
発
活
動
に
加
え
、
商
工
団
体
や

地
元
関
係
者
等
と
連
携
し
た
巡
回
啓
発

等
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
地

元
医
師
会
や
上
田
保
健
所
の
協
力
の
も

と
上
田
地
域
検
査
セ
ン
タ
ー
の
検
査
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

市
民
の
安
心
に
つ
な
が
る
よ
う
、
適
切

な
検
査
の
実
施
に
努
め
、
県
と
の
連
携

を
強
化
し
、
上
田
圏
域
の
危
機
的
状
況

が
一
刻
も
早
く
収
束
に
向
か
う
よ
う
全

力
で
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

資
源
循
環
型
施
設
建
設

に
関
す
る
取
組

　

８
月
下
旬
に
秋
和
、
上
塩
尻
お
よ
び

下
塩
尻
の
３
自
治
会
で
住
民
説
明
会
を

開
催
し
、「
資
源
循
環
型
施
設
建
設
の

基
本
方
針
」の
説
明
や
環
境
影
響
評
価

の
着
手
等
を
お
願
い
し
、
９
月
に
諏
訪

部
地
域
の
住
民
説
明
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
今
後
も
、
地
元
の
皆
様
の
思

い
や
要
望
に
充
分
配
慮
し
、
信
頼
関
係

の
構
築
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
し
尿
前

処
理
下
水
道
投
入
施
設
は
、
７
月
に
地

元
下
之
条
自
治
会
に
施
設
建
設
の
受
け

入
れ
を
お
願
い
し
、
８
月
下
旬
の
住
民

説
明
会
で
は
基
本
計
画
や
地
域
振
興
策

を
示
し
ま
し
た
。
今
後
も
地
元
住
民
の

皆
様
の
御
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
最
善

を
尽
く
し
ま
す
。

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

に
関
す
る
取
組

　

７
月
長
雨
お
よ
び
大
雨
災
害
に
よ
り

市
道
や
公
共
土
木
施
設
、
農
業
用
施
設

等
に
被
害
が
発
生
し
た
た
め
、
関
係
機

関
や
地
元
関
係
者
と
連
携
を
図
り
早
期

復
旧
に
向
け
鋭え
い

意い

取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
令
和
元
年
東
日
本
台
風（
台
風

第
19
号
）に
係
る
復
旧
工
事
は
、
多
く

の
被
災
箇
所
で
現
在
も
復
旧
工
事
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
一
日
も
早
い
復
旧
を

目
指
し
ま
す
。

公
共
交
通
等
に
関
す
る
取
組

　

別
所
線
の
災
害
復
旧
事
業
は
順
調
に

進
ん
で
お
り
、
上
田
電
鉄
と
協
議
し
て

全
線
運
行
再
開
予
定
日
を
令
和
３
年
３

月
28
日
と
し
ま
し
た
。
一
方
、
国
道

２
５
４
号
三
才
山
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路

が
９
月
か
ら
無
料
化
と
な
り
、
地
域
振

興
や
経
済
活
動
の
活
性
化
に
も
寄
与
す

る
も
の
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
交
通
量

動画はこちらから ホームページ

　

行
政
管
理
課

　
　

☎
23
・
５
１
６
３

上田駅前で感染予防の呼びかけを行う土屋市長（９月３日）

市
民
の
皆
様
へ

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
様
々
な

情
報
が
発
信
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
感
染
さ
れ
た
方
や
医
療
や
物
流
関
係

者
、
ま
た
、
そ
の
家
族
等
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
、
誹
謗
中
傷
、
い
じ
め

等
は
決
し
て
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
行
為
は
、
相
手
を
傷
つ
け
苦
し
め
る
だ
け
で
な
く
、
症
状
が

出
て
も
言
え
な
い
状
況
を
作
り
、
結
果
、
感
染
の
拡
大
へ
と
つ
な
が
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　

誰
も
が
感
染
す
る
リ
ス
ク
と
不
安
は
あ
り
ま
す
。

　

相
手
は
人（
当
事
者
や
関
係
者
、
そ
の
家
族
等
）で
は
な
く
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

誤
っ
た
行
為
を
す
る
前
に
、立
ち
止
ま
り
、も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
感
染
が
拡
大
し
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
国
や
県
、
市
が
発
信
す
る
正
確
な

情
報
に
基
づ
き
、
相
手
へ
の
思
い
や
り
、
医
療
や
物
流
関
係
者
等
へ
の
感

謝
な
ど
、
常
に
人
権
意
識
を
持
ち
、
冷

静
な
行
動
を
心
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症関連情報

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
連
す
る
人
権
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

市はシトラスリボンプロジェクトに賛同しています

誹
ひ

謗
ぼう

中
ちゅう

傷
しょう

や根拠のない噂話へ
「やめようよ」

増
や

そう
、支え合いの言

葉

医療・福祉現場、日々の生活を
支えてくださっている方々へ
「ありがとう」

不安を抱えている人へ
「大丈夫だよ」

感染後治療を終えた人へ
「おかえり」

　感染症はウイルスから発症しますが、差別は人から生じます。
悲しい思いをする人を生まない、困っている人をひとりにしない。
　ウイルスには手洗いを、コロナ差別には支え合いの優しい言葉をお願いします。

　  生涯学習・文化財課　☎23・5197

思いやり

　コロナ禍
か

で生まれた差別、偏見を耳にして発足した愛媛
県のグループ「ちょびっと19

プラス

+」が進めるプロジェクトで、
感染された方や医療従事者に対して「ただいま」、「おかえ
り」と受け入れる雰囲気をつくり、思いやりのある暮らし
やすい社会を目指しています。
　シトラスリボンは愛媛県の特産品である柑橘類の色にち
なみ、地域・家庭・職場（学校）を象徴している３つの輪か
ら成り立っています。
　市では、シトラスリボンを作るワークショップを開催し
ます。詳細は市ホームページまたは へご確認ください。

　  人権男女共生課　☎23・5393

シトラスリボンプロジェクトとは？
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あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
言
う
間
に
世
界

中
に
広
が
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
で
あ
る
。
日
本
は
関
係
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
豪
華
客
船
に

乗
っ
て
や
っ
て
来
て
、
次
は
外
国
か
ら

飛
行
機
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
た
。
上
田

は
関
係
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら

新
幹
線
や
車
に
乗
っ
て
や
っ
て
き
た
。

人
が
動
け
ば
ウ
イ
ル
ス
も
動
く
。
至し

極ご
く

当
然
の
話
。

　
は
じ
め
外
国
人
に
気
を
つ
け
て
い
た

人
た
ち
が
、
次
に
県
外
か
ら
や
っ
て
来

る
人
に
気
を
つ
け
よ
う
と
考
え
た
の
も

当
然
の
話
。
皆
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
に

神
経
質
に
な
っ
た
。
困
っ
た
の
は
県
外

ナ
ン
バ
ー
の
車
に
乗
っ
て
い
る
が
、
長
野

県
内
に
住
ん
で
い
た
り
仕
事
を
し
て
い

た
り
す
る
人
た
ち
だ
っ
た
。
自
己
防
衛

で「
長
野
県
在
住
で
す
」と
い
う
張
り
紙

や
ら
ス
テ
ッ
カ
ー
や
ら
を
車
に
つ
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
ん
な
車
を
見
る
と

な
ん
と
も
複
雑
な
心
境
。
本
当
は
も
っ

と
大
勢
の
人
に
来
て
も
ら
い
た
い
観
光

都
市
な
の
に
。
ウ
イ
ル
ス
を
避
け
る
話

が
い
つ
の
間
に
か
部
外
者
を
避
け
る
話

に
す
り
替
わ
り
、
誹ひ

謗ぼ
う

中ち
ゅ
う

傷し
ょ
う

、
差
別
を

生
ん
だ
。
か
く
言
う
ぼ
く
も
、
県
外
ナ

ン
バ
ー
を
見
る
と
ド
キ
ッ
と
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
そ
の
昔「
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
信
濃
路

を
」と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
が
流
行
っ
た
。

あ
あ
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
す
れ
ば
い

い
の
に
と
思
う
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
寄
付
金

付
き
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
売
り
出
し
て
、

収
益
を
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
使
う
。
も

ち
ろ
ん
長
野
ナ
ン
バ
ー
の
車
に
も
大
い

に
貼
れ
ば
良
い
。「
好
き
で
す
信
州
」「
Ｉ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 
Ｕ
Ｅ
Ｄ
Ａ
！
」。
六
文
銭
付

き
の
誰
も
が
貼
り
た
い
と
思
う
よ
う
な

デ
ザ
イ
ン
。
な
ん
て
ア
イ
デ
ア
を
半
年

前
に
も
っ
と
大
き
な
声
で
言
っ
て
お
け

ば
良
か
っ
た
か
。
い
や
今
か
ら
で
も
遅

く
な
い
、
ど
な
た
か
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

ウ
イ
ル
ス
も
動
く
が
情
報
も
動

く
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
ス
ピ
ー

ド
で
世
界
中
か
ら
英
知
が
集
ま
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
ど
ん
ど
ん
新
し
い

こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
症
状
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
似
て
い
る
が
、
感
染
の

武石診療所長
新型コロナウイルス感染症　上田市対策本部顧問

廣
ひろ

瀬
せ

　聡
さとし

長野県生まれ。
信州大学医学部卒業後、東京・大阪などの病院で
外科を中心に研修。
2002年から長野県内で地域医療活動に従事。
2013年より現職。
専門は在宅医療、プライマリ・ケア
趣味：サッカー応援

し
か
た
が
違
う
よ
う
だ
。
驚
い
た
こ
と

に
近
く
で
し
ゃ
べ
る
だ
け
で
感
染
す
る

と
い
う
。
つ
ば
を
作
る
唾だ

液え
き

腺せ
ん

に
ウ
イ

ル
ス
が
感
染
し
増
殖
す
る
の
だ
。
人
の

近
く
で
し
ゃ
べ
る
時
は
マ
ス
ク
を
す
れ

ば
、
つ
ば
が
飛
ば
な
い
の
で
う
つ
し
に

く
く
な
る
。
し
か
し
、
飛
ん
で
く
る
ウ

イ
ル
ス
は
十
分
に
は
防
げ
な
い
。
舞
台

ク
ラ
ス
タ
ー
が
こ
の
ケ
ー
ス
だ
。

　
大
勢
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
飲

ん
だ
り
食
べ
た
り
す
る
の
が
も
っ
と
も

危
険
な
行
為
だ
。
カ
ラ
オ
ケ
や
合
唱
で

も
感
染
は
広
が
っ
た
。
一
方
で
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
電
車
の
中
で
感
染

が
広
が
っ
た
と
い
う
報
告
は
ほ
と
ん
ど

な
い
よ
う
だ
。
一
時
期
騒
が
れ
た
パ
チ

ン
コ
店
も
同
様
。
や
は
り
大
声
を
出
さ

な
い
の
が
肝
。
今
の
と
こ
ろ
感
染
例
の

報
告
は
な
い
が
仕
方
が
な
い
、
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
つ
ま
り
サ
ン
プ
ロ

ア
ル
ウ
ィ
ン
に
行
き
、
大
声
で
応
援

し
た
り
歌
っ
た
り
す
る
こ
と
は
自
粛
中
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

水
道
で
手
を
洗
う
と
き
に
肘ひ
じ

ま
で

濡
ら
す
と
、
ス
ー
っ
と
熱
が
引

い
て
気
持
ち
い
い
。こ
の
夏
に
覚
え
た
、

ほ
ん
の
小
さ
な
幸
せ
。 

　
そ
し
て
季
節
は
移
る
。
夏
に
は
セ

ミ
が
鳴
き
、
秋
に
な
れ
ば
虫
の
音
が

聞
こ
え
る
。
ま
た
冬
が
来
る
。
ひ
と

び
と
は
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

来
月
号
の『
武
石
診
療
所
通
信（
番
外

編
）後
半
』も
お
楽
し
み
に
！

『
武
石
診
療
所
通
信（
番
外
編
）前
半
』

　

－

た
く
ま
し
く
生
き
る
。w

ith
 

コ
ロ
ナ
の
中
で

－

武石診療所通信は、武石自治センターだよりで連載しています。
今回は、初めて広報うえだに掲載する番外編です。

新型コロナウイルス感染症関連情報（10月１日現在の情報を基に作成）
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引き続き感染防止対策の徹底をお願いします

新型コロナウイルス感染症対策はインフルエンザウイルスにも有効な対策です。

●�感染防止の3つの基本（身体的距離の確保、人混みの中でのマスク
着用、手洗い）を徹底しましょう。

●「3つの密」（密閉、密集、密接）を回避しましょう。

●�毎日の健康チェックを欠かさずに行い、風邪症状があるときは、
外出を避けましょう。
　�また、症状が長引くときや息苦しさや高熱などの強い症状がある
ときは、かかりつけ医や保健所に相談しましょう。

介護保険 利用限度額超過自己負担額支援金
　６月から、通所系・短期入所系サービスを行う事業所は、事前に利用者の同意を受けた場合、介護報酬算定
の特例措置が設けられました。
　市では、その特例措置の影響により、利用限度額を超えた自己負担分を、利用者に支給します。

対象者 　�令和２年６月１日～令和３年３月31日までに利用した通所系・短期入所系サービスで、特例措置
の影響で月の利用限度額を超過した利用者

　　　　　　※対象者の確認や申請書・必要書類などは、介護支援専門員（ケアマネジャー）にご確認ください。
申し込み 　申請書などを、下記の期日までに へ提出してください。
　　　　　　①令和２年12月31日までのサービス利用分�→�令和３年１月29日㈮まで
　　　　　　②令和３年３月31日までのサービス利用分�→�令和３年４月30日㈮まで

　 �高齢者介護課　☎23・6246

市独自

飲食店緊急感染予防対策事業交付金
　新型コロナウイルス感染予防対策の徹底を図り、感染拡大予防ガイドラインなどに沿った新しい生活様式で
の事業継続を支援するため、感染予防対策に取り組む飲食店に対し、交付金を支給しています。

支給額 　１事業者につき５万円（市内に複数店舗を経営する場合でも５万円）
　　　　　　次の加算条件を満たす場合には、１事業者につき５万円を加算する。
　　　　　　�《加算条件》
　　　　　　県が定めるPCR検査重点実施地域※で営業する店舗であり、飲食店組合などで
　　　　　　実施する感染予防対策（対策状況実地検査・指導など）に従い十分な対策を講じること
　　　　　　※天神１～４丁目、常田１・２丁目、二の丸、大手１・２丁目、
　　　　　　　中央１～６丁目、中央西１丁目
申し込み 　申請書などを記入の上、10月31日㈯消印有効までに、提出ください。
　　　　　　詳細はホームページを確認ください。

　 �商工課　☎23・5395

市独自
10月31日
まで

ホームページ

事業所での対策の徹底を
お願いします
◦�新型コロナ対策推進宣
言の実施
◦�感染拡大予防ガイドラ
インの遵守
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　新型コロナウイルス感染症の影響により納付が困難な場合、最大１年間、市税の徴収猶
ゆう

予
よ

を受けることができます。
担保の提供は不要で、延滞金もかかりません（市税を減免するものではありません）。

対象者 　（全てを満たす方）
　　　　　　①�新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年２月以降の任意の期間（１か月以上）で、給与収入や

事業収入などが、前年同期と比べ、おおむね20％以上減少していること。
　　　　　　②しばらくの間（半年程度）、納付を行うことが困難であること。

対象の市税 　令和３年１月31日㈰までに納期限が到来する市税（すでに納期限が到来した税金は対象外となります）。

申し込み 　申請時点で納付が困難かどうかを判断するため、翌月が納期限となる税を申請してください
　　　　　　（納期ごと申請が必要です）。
　　　　　　所定の申請書（市ホームページ、 窓口にあり）を記入の上、 窓口または、郵送で提出してください。
　　　　　　※申請書のほか、収入や預貯金状況などが分かる資料の提出をお願いすることがあります。

送付先 　〒386-8601（住所不要）　収納管理課　猶予担当　宛

●緊急経済対策としての税制支援

●市税の納税が困難な方へ

新型コロナウイルス感染症に伴う緊急経済対策として税制支援を行っています。
  住宅ローン控除（減税）
　現在、昨年の消費税率引き上げに伴い、令和２年12月末までに居住開始した場合、住宅ローン控除期間が10年から13
年に延長されています。新型コロナウイルス感染症の影響で住宅建設の遅延などにより令和２年12月末までに居住開始
できなかった場合も、下記の条件に全て該当する方は、同様に住宅ローンの控除期間が13年に延長となります。

　●条件
　　◦新型コロナウイルス感染症の影響で居住開始が遅れたこと。
　　◦新築の場合は令和２年９月末まで、それ以外の場合は令和２年11月末までに住宅などの取得契約を行っていること。
　　◦令和３年12月末までに契約した住宅などに居住を開始していること。

  軽自動車税
　令和３年３月31日までに購入した場合、購入時に
納めていただく軽自動車税(環境性能割)が、通常の税
率より１％軽減しています。

  中小企業の固定資産税
　①�償却資産と事業用家屋に係る令和３年度の固定資産税が、令和２年２月から10月までの任意の連続する３か月間の

事業収入が前年同期と比べて、30％以上減少50％未満減少している場合は２分の１、50％以上減少している場合は
全額免除します。

　②�認定先端設備等導入計画に位置付けられた、一定の事業用家屋と償却資産を令和５年３月31日までに取得した場合、
３年間全額免除になります。

　  税務課　☎23・5115

区　　　　分 軽減後税率
電気自動車等、令和２年度燃費基準＋10％達成 非課税
令和２年度燃費基準達成 非課税
上記以外の車 1.0％

　市税は納期限までに自主的に納めることが原則となりますが、病気などの特別な事情により納付困難な場合は、納税相談
を行うことで一定期間の分割納付が認められる場合もあります。
　上記のような申請や納税相談も無く、期限を過ぎても納付されない状況が続く際は、法律に基づき財産調査や滞納処分
を行う場合があります。納期を過ぎても納付されていない方は、早急に納付または相談ください。

　  収納管理課　☎23・5172

  全国山城サミットは、天空の城・竹田城（兵庫県朝来市）を皮切りに、毎年、全国の著名な山城を舞台に開催され、
今年で27回目を迎えます。
  この秋に予定していた上田・坂城大会は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、動画配信で講演会の
様子をお届けします。
　また、山城ガイドツアーは、感染予防対策を行い、参加者を県内在住・在勤の方に限定して開催します。

内容
◦春

しゅん

風
ぷう

亭
てい

昇
しょう

太
た

師匠、千
せん

田
だ

嘉
よし

博
ひろ

氏、平
ひら

山
やま

優
ゆう

氏、萩
はぎ

原
わら

さちこ氏によるトークショー
◦県内で活躍する山城研究者による最新の成果報告
◦山城保存活用団体の取り組みと今後の活動について

放送
11月1日㈰に上田ケーブルビジョン、丸子テレビで放送します。
また、11月１日㈰からYoutubeの上田市行政チャンネルでもご覧いただけます。

資料販売 事前に、講演会の資料集を1冊1,000円で、 窓口で販売しています。

講演会　11月1日㈰配信

山城ガイドツアー10月31日㈯開催
  上田・坂城地域に連なる太郎山・虚空蔵山系の山々には20か所以上の山城が確認

されています。今回は代表的な５つの山城でガイドツアーを開催します。

コース

①葛
かつらお

尾城（坂城町）半日コース 　定員30名

②和
わ

合
ごう

城（坂城町）半日コース 　定員20名

③虚
こ く ぞ う ざ ん

空蔵山城 １日コース　　　 定員20名

④飯
いい

綱
づな

山
やま

城 半日コース 定員20名

⑤�砥
と い し

石・米
こめ

山
やま

城 

　⑤-1村上コース（金剛寺）半日コース 定員20名

　⑤-2真田コース（伊勢山）半日コース 定員20名

②～⑤は

上田駅温泉口から

シャトルバスが

運行されます

参加費 500円（保険代、ガイドマップ代込み。当日集金）

申し込み

メール（ shogaku@city.ueda.nagano.jp）または、はがきに①希望するコー
ス　②住所　③氏名　④電話番号　⑤交通手段を記入し、申し込みくださ
い（１枚につき２名まで応募可。全員の記名必須）。

【はがき宛先】
〒386-0025　天神1-8-1上田駅前ビルパレオ5階
山城サミット上田・坂城大会実行員会事務局　宛

締切 10月26㈪必着です。
締切後に抽選を行い、応募者全員に結果を通知します。

※�新型コロナウイルス感染症の感染拡大などの事情で、開催内容が変更または中止になる場合があります。

最新の情報は、市ホームページでご確認ください。

ホームページ　  生涯学習・文化財課　☎23・6362

落語家
春風亭昇太師匠

奈良大学教授（城郭考古学者）
千田嘉博氏（撮影：畠中和久）

大河ドラマ「真田丸」考証担当
平山優氏

日本城郭協会理事
萩原さちこ氏

砥石・米山城

葛尾城
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